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系統発生分野
茂原信生1)･相見満 ･高井正成
研究概要
A)舌代日本人の形質入校学的研究
茂原信生
東北から中国地方にかけての縄文時代から江戸
1)19954年2月1日苛任
時代に至る古代人､特に縄文時代人の地方差を中
心に調査し､日本人の由来や地方変矧 こついて研
究している｡
ち)舌代日本犬の頭蓋骨の研究
茂原倍生
首代日本犬の頭蓋骨の形質の変遷を調査し､時
代的な変化とともに人との共通点が多く見られる
岨咽器官の退化様式を明らかにする研究を行って
いる｡
C)霊長類の岨喝器官の変化様式の研究
茂原信生
化石人類からヒトに向かう変化のなかで岨喝器
官の退化は重要な意味を持っている｡その退化様
式を言語に関する器官の保存や退化を補償する形
質の発達との開脚 こついて研究を行っている｡
D)インドネシアにおける第4紀霊長類の研究
相見 満
インドネシアの現世及び化石霊長類の系統 ･進
化 ･分類について､詳細な研究をおこなった｡
E)南アメリカにおける郊三紀の化石霊長類の研
究
高井正成
(1)ボリビア国のサジャ地域において後期漸新
世(約2500万年前)の地層の発掘調査をおこない､
最古の広鼻投頬化石BTYZnisel血の新模本を発見
した｡この標本の系統的記載をおこないながら､
広舟殻頬の起源に関する問題について研究をお
こなっている｡
(2)コロンビア国のラベンタ地域において中期
中新世(約1500万年前)の地層の発掘調査をおこ
ない､現生広鼻損矧 こ近縁なさまざまな化石霊
長類の標本を発見した｡これらの化石種と現生
種との関連性をもとに､現在の広鼻猿類の形態
的な多様性について系統分粒学的研究をおこなっ
ている.'
F)中央アジア地域における歯科人類学的研究
高井正成
中央アジア地域の現代人(94年度はモンゴル共
和国のモンゴル人)を対象に､歯科人頬学的調査
をおこなっている｡歯科疾患調査として食生活の
変化による歯科疾患の増加について検討し､歯科
人頬学的調査として歯列の印象採得をおこない､
同じモンゴロイド系のタジク人 ･現代日本人との
比較検討をおこなっている｡
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